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ポスター発表　4月21日日

11：00～12：00 ポスター会場（8階 リハーサル室）

P-01 復職準備性チェックリストの検証　～復職の決め手となる項目について
○大仁田　広恵1）、槇本　英典2）

1）医療法人新光会 不知火クリニック、2）ジャパン EAPシステムズ

P-02 休職に至る早期警告サインの明確化と職場における観察視点の確立に向けた調査
○佐藤　大輔1）3）、安保　寛明2）

1）社会医療法人二本松会 山形さくら町病院、2）山形県立保健医療大学 看護学科、 
3）山形県立保健医療大学大学院 保健医療学研究科 博士後期課程

P-03 当院リワークプログラムにおける NEARの神経認知機能に対する有効性と課題
○能勢　隆宏、畑谷　直子
特定医療法人十全会 十全病院

P-04 医療リワークで再就職支援を行う中でのインプレッション 
～現状と今後について

○藤井　朋広
医療法人栄仁会 京都駅前メンタルクリニック バックアップセンター・きょうと

P-05 リワークデイケアでのミーティングプログラム『実りの会』の実践報告
○高橋　功樹
医療法人社団有朋会 栗田病院

P-06 自己記入式ストレスマップから見た復職支援プログラム参加者の特徴 
―ストレス反応の記述に焦点を当てて―

○野上　裕二、山下　秀一、大仁田　広恵
医療法人新光会 不知火クリニック

P-07 SSTプログラムを中心とした取り組みが発達障害傾向を有する利用者に 
与えた効果について

○小林　也紗
医療法人社団有朋会 栗田病院

P-08 当センターで実施したストレスチェックの傾向 
―高ストレス職種の年代別・男女別比較―

○天海　久、佐藤　奏恵、井上　綾乃、飯塚　倫子、吾妻　紗江、古川　薫、新国　寛之、�
平河内　美恵、植田　寛志
あさかストレスケアセンター

P-09 当院のうつリワークデイケアの集団プログラムの報告 
～文化祭の企画運営の取り組み～

○梶尾　都1）、川口　加奈子1）、小田　良光1）、谷野　亮一郎2）、谷野　芙美子1）

1）医療法人社団和敬会 谷野医院 総曲輪デイケアセンター、2）医療法人社団和敬会 谷野呉山病院
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P-10 リワークプログラム参加者層の認知機能傾向とは？ 
～うつ病、双極性障害、適応障害の疾患別比較～

○松田　匡弘1）、白岩　圭悟2）

1）医療法人栄仁会 京都駅前メンタルクリニック バックアップセンター・きょうと、 
2）医療法人栄仁会 宇治おうばく病院

P-11 当院のリワークプログラムにおける効果と課題の検討（2） 
～リワーク終了者による体験談プログラムの試み～

○中村　仁美、反田　克彦、飯島　文子、牛山　茜
あさなぎクリニック・心療内科

P-12 リワークプログラムの中での役割がもたらす自己理解の検討
○山田　凌、平井　園恵、吉村　恵実、高見　栞、後藤　麻衣、井上　美華、尾毛谷　美津江、
杉坂　夏子、三崎　究
医療法人厚生会 福井厚生病院 ストレスケアセンター

P-13 リワークプログラム参加者の抑うつ、不安、自尊感情の変化
○川崎　舞子
医療法人社団栄明会 一宮メンタルクリニック

P-14 自分と向き合う復職支援　～自律性の獲得を目指して
○松本　敦、遠藤　裕史、山野　幸貴子、馬場　雄也、小野満　史枝、信田　広晶
医療法人社団心癒会 しのだの森ホスピタル

P-15 うつ病リワークデイケアにおける家族心理教育 
―アンケート調査から考える今後の工夫―

○宮寺　祐史、岩野　美和、横田　美根、岡本　正信、塩谷　典子、百瀬　千春
医療法人社団薫風会 田無メンタルクリニック

P-16 医療リワークにおける発達障害支援プログラムの構築
○飯田　高教、神崎　順次、大野　一人、馬渕　真衣
社会医療法人緑峰会 養南病院

P-17 就労年齢層の反復性経頭蓋磁気刺激療法（rTMS）の抗うつ効果 
― rTMS後のリワークプログラム導入の一考察―

○宮地　雅之
公益財団法人 松原病院

P-18 従来型精神科デイケアから離れた “プレ ” リワーク・グループの有用性
○金見　志穂、長尾　俊宏、土方　優実、原　広一郎
医療法人静和会 浅井病院 診療部 心理科

P-19 うつ病休職者はどのような不安・悩みを抱えているのか？ 
～リワーク通所者の調査より～

○近藤　智
目白大学 保健医療学部 精神科領域
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P-20 うつ病休職者の食生活習慣に関する調査及び時間栄養学的介入
○近藤　智
目白大学 保健医療学部 精神科領域

P-21 リワークプログラム参加者を対象としたウェアラブルデバイスを用いた 
身体状態を可視化する研究の紹介

○小原　右輔1）、熊澤　良太2）、仮屋　暢聡1）、松田　小織1）、松田　英江1）、樋口　友香1）、
孫　光鎬3）、榛葉　俊一1）4）、松井　岳巳2）

1）医療法人社団 KARIYA まいんずたわーメンタルクリニック、 
2）首都大学東京大学院 システムデザイン研究科、3）電気通信大学大学院 情報理工学研究科、 
4）静岡済生会総合病院

P-22 利用者の視点によるリワークプログラムの意義について 
～実践しているプログラムについての検証～

○小泉　恭子
医療法人杏和会 阪南病院

P-23 心理アセスメント導入前後の再休職率の比較
○黒田　優希、仲野　愛、辻　尚子、西島　茜、小林　真実、松原　六郎
公益財団法人 松原病院

P-24 入院治療は、退院後の安定したリワーク通所につながるか
○森陰　瑞生
公益財団法人 松原病院

P-25 当院リワークにおけるプログラム運用の課題と対策
○茂木　孝太、能島　沙季、宮本　礼子、田村　悠、登坂　由香
社会医療法人財団松原愛育会 松原病院 すみれ台デイケアりらいふ

P-26 個別相談で優れた点をフィードバックしたことで出席が改善した事例
○富田　俊之
医療法人秀山会 白峰クリニック

P-27 かなめクリニックでの効果の現状
○前田　エミ、要　斉、大戸　浩之、森田　めぐみ、原田　智恵子、小山　雅子、�
家永　千夏、牧野　加寿美、大田　奈緒、中内　祥子、樋口　明子、斎藤　嘉隆
医療法人要会 かなめクリニック

P-28 当院リワーク利用者の復職後のフォローにおける現状と課題
○山本　智美1）2）、大橋　昌資1）、塚原　葉子1）、藤原　マリ子1）、藤原　茂樹3）

1）医療法人啓夏会 響ストレスケア～こころとからだの診療所、2）日本臨床心理研究所、 
3）医療法人翠風会 藤原医院

P-29 客観指標を用いた睡眠衛生指導の効果　―好事例報告を通して―
○上田　和希
ナカトミファティーグケアクリニック 復職支援プログラム SPICE
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P-30 地方におけるリワーク運営の実践報告 
―利用者の参加経路の変化と普及啓発についての考察―

○西村　聡美、垣田　和美、長井　景子
特定医療法人十全会 十全病院

P-31 地方都市におけるリワークプログラム継続のための地域連携
○大橋　昌資1）、山本　智美1）2）、塚原　葉子1）、藤原　マリ子1）、藤原　茂樹3）

1）医療法人啓夏会 響ストレスケア～こころとからだの診療所、2）日本臨床心理研究所、 
3）医療法人翠風会 藤原医院

P-32 再休職を妨げるリワークの効果　～利用者の心理的背景を中心に～
○登坂　由香、茂木　孝太、能島　沙季、宮本　礼子、田村　悠
社会医療法人財団松原愛育会 松原病院

P-33 心理療法に特化したリワークプログラムに関する実践報告（6） 
～メンバーコミュニティについての一考察～

○亀井　宗、木下　芳美、唐渡　雅行
医療法人清聖会 とわたり内科・心療内科

P-34 当院リワークプログラムにおけるフォローアップ体制の構築
○古久保　秀夫1）、山口　佳良子1）、横田　淳1）、上堀内　洋允1）、山口　千晴1）、�
進藤　太郎1）2）

1）医療法人唐虹会 虹と海のホスピタル、2）福岡大学医学部 精神医学教室

P-35 成人の発達障害の方を対象とする集団プログラム 
『Monthly Com’s』（マンスリー・コムズ）

○高橋　望
医療法人社団雄仁会 メディカルケア虎ノ門

P-36 リワークプログラムの効果を高めるための工夫 
～当院での医療リワークと職場の連携～

○岡本　利子、藤原　慎太郎、金山　秀彦、岡本　章宏
特定医療法人 嶺南こころの病院

P-37 当院における復職後のフォローアップ体制構築の取り組みと課題
○飯島　優子
医療法人社団 雄仁会 メディカルケア虎ノ門


